






1.はじめに 

新生児肝炎(NH),先天性胆道閉鎖(CBA)において血中αｰ fetoprotein(AFP)が高値をとるこ

との意義づけは未だ明確ではない。急性肝細胞疾患,あるいは慢性活動性肝炎の患者リンパ

球は,ウサギ肝細胞に対して強い細胞傷害作用をもつという 1)。このことは,これらの肝疾

患においては Killer 活性あるいは Helper 活性が亢進している可能性を示唆している。AFP

が高濃度に出現するという現象は,細胞性免疫能の異常亢進を抑制するための合目的的な

働きなのかも知れない。我々は過去において AFP の免疫抑制作用をリンパ球の幼若化,MLR

などにおいて検討してきたが,その作用機序は不明であった｡今回,我々は抗ウサギ赤血球

溶血斑形成反応(抗 SRB CPFC)法を用いて,AFP感作 Tμあるいは Tγ細胞の溶血斑形成反応

への影響を検討した。 


